
平成™›年š月š˜日 土曜日 (号外特第˜—号)官 報

第
四
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
二
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
二
項
第
一
号
」
に
、「
同
項
」
を
「
同

号
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
特
別
自
由
貿
易
地
域
」
を
「
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
」
に
、「
製

造
業
、
倉
庫
業
又
は
こ
ん
包
業
」
を
「
特
定
国
際
物
流
拠
点
事
業
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
円
滑
か
つ
効
率
的
な
物
資
の
取
扱
い
に
資
す
る
施
設
又
は
設
備
）

第
四
条
の
二

令
第
二
十
一
条
第
二
項
第
三
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
施
設
又
は
設
備
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

国
際
物
流
拠
点
に
お
い
て
積
込
み
又
は
取
卸
し
が
さ
れ
る
物
資
の
保
管
、
検
査
及
び
荷
造
り
の
た
め
の
施
設
又

は
設
備
で
あ
っ
て
、
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
の
区
域
内
に
設
置
さ
れ
た
も
の

二

国
際
物
流
拠
点
に
お
い
て
積
込
み
又
は
取
卸
し
が
さ
れ
る
物
資
の
売
買
契
約
（
当
該
物
資
の
販
売
に
係
る
も
の

に
限
る
。）の
申
込
み
の
受
付
及
び
当
該
契
約
の
締
結
を
行
う
た
め
の
施
設
又
は
設
備
で
あ
っ
て
、
国
際
物
流
拠
点

産
業
集
積
地
域
の
区
域
内
に
設
置
さ
れ
た
も
の

〇
内

閣

府

経
済
産
業
省
令
第
三
号

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
特
別
自
由

貿
易
地
域
活
性
化
計
画
に
関
す
る
命
令
を
廃
止
す
る
命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

特
別
自
由
貿
易
地
域
活
性
化
計
画
に
関
す
る
命
令
を
廃
止
す
る
命
令

特
別
自
由
貿
易
地
域
活
性
化
計
画
に
関
す
る
命
令
（
平
成
十
四
年
内

閣

府

経
済
産
業
省
令
第
三
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
命
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内

閣

府

経
済
産
業
省
令
第
二
号

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
九
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
第
六
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活
動

の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
経
営
革
新
計
画
の
承
認
の
申
請
等
に
関
す
る
命
令
の
一
部
を
改
正

す
る
命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
第
六
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
中
小
企
業
の
新
た
な
事

業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
経
営
革
新
計
画
の
承
認
の
申
請
等
に
関
す
る
命
令

の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
第
六
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活

動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
経
営
革
新
計
画
の
承
認
の
申
請
等
に
関
す
る
命
令
（
平
成
十
四

年
内

閣

府

経
済
産
業
省
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
中
「第

2
9条

」
を
「第

2
8条

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
命
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
紙
様
式
第
二
号
第
５
及
び
第
６
記
載
上
の
注
意
３
中
「別

表
５

」
を
「別

表
３

」
に
改
め
、
同
記
載
上
の
注
意
中

６
を
削
り
、
７
を
６
と
し
、
８
か
ら
12
ま
で
を
７
か
ら
11
ま
で
と
し
、
同
記
載
上
の
注
意
13
中
「平

成
2
4年
９
月
末

」

を
「平

成
2
5年
９
月
末

」
に
改
め
、
同
記
載
上
の
注
意
中
13
を
12
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
後
の
農
水
産
業
協
同
組
合
に
係
る
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め

の
臨
時
措
置
に
関
す
る
命
令
（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。）第
十
一
条
第
一
号
の
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日

以
後
の
各
期
間
に
係
る
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
臨
時
措
置
に
関
す
る
法
律
（
以
下

「
法
」
と
い
う
。）第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
各
期
間
に
係
る
同
項
の
規
定

に
よ
る
報
告
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

新
令
別
紙
様
式
第
一
号
及
び
第
二
号
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
以
後
の
各
期
間
に
係
る
法
第
七
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
説
明
書
類
の
作
成
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
電
磁
的
記
録
（
同
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
を
い

う
。）の
作
成
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）及
び
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
各

期
間
に
係
る
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
説
明
書
類
の
作
成
及
び
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
内

閣

府

経
済
産
業
省
令
第
四
号

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
十
三
号
）
及
び
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
九
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
沖
縄
振
興
特
別
措

置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
二
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
由
貿
易
地
域
及
び
特
別
自
由
貿
易
地
域
の
区
域

内
に
お
け
る
事
業
の
認
定
申
請
等
に
関
す
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

自
由
貿
易
地
域
及
び
特
別
自
由
貿
易
地
域
の
区
域
内
に
お
け
る
事
業
の
認
定
申
請
等
に
関
す
る
命
令
の
一
部
を

改
正
す
る
命
令

自
由
貿
易
地
域
及
び
特
別
自
由
貿
易
地
域
の
区
域
内
に
お
け
る
事
業
の
認
定
申
請
等
に
関
す
る
命
令
（
平
成
十
四
年

内

閣

府

経
済
産
業
省
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
の
区
域
内
に
お
け
る
事
業
の
認
定
申
請
等
に
関
す
る
命
令

第
一
条
を
削
り
、
第
二
条
の
見
出
し
中
「
申
請
書
」
を
「
事
業
認
定
に
係
る
申
請
書
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
第
三

号
中
「
自
由
貿
易
地
域
又
は
特
別
自
由
貿
易
地
域
」
を
「
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
」
に
改
め
、
同
条
を
第
一
条

と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
倉
庫
の
規
模
、
構
造
及
び
設
備
）

第
二
条

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
四
条
の
二
第
七
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
規
模

は
、
地
上
階
数
が
二
以
上
で
、
か
つ
、
床
面
積
の
合
計
が
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
と
す
る
。

２

令
第
四
条
の
二
第
七
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
構
造
は
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一

貨
物
自
動
車
の
停
車
場
を
有
す
る
構
造

二

貨
物
自
動
車
の
荷
台
と
同
じ
高
さ
の
段
差
を
有
す
る
構
造
、
貨
物
自
動
車
へ
の
物
資
の
積
込
み
又
は
貨
物
自
動

車
か
ら
の
物
資
の
取
卸
し
を
行
う
車
両
用
の
車
路
を
有
す
る
構
造
そ
の
他
貨
物
自
動
車
へ
の
物
資
の
積
込
み
又
は

貨
物
自
動
車
か
ら
の
物
資
の
取
卸
し
を
効
率
的
に
行
う
た
め
の
段
差
を
有
す
る
構
造

三

上
階
に
通
ず
る
貨
物
自
動
車
用
の
車
路
を
有
す
る
構
造
又
は
物
資
の
運
搬
に
供
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
有
す
る

構
造

四

耐
火
性
能
及
び
耐
震
性
能
を
有
す
る
構
造

五

仕
分
装
置
、
搬
送
装
置
、
保
管
装
置
、
密
集
棚
装
置
、
貨
物
保
管
場
所
管
理
シ
ス
テ
ム
そ
の
他
国
際
物
流
拠
点

に
お
い
て
積
込
み
又
は
取
卸
し
が
さ
れ
る
物
資
の
円
滑
か
つ
効
率
的
な
取
扱
い
に
資
す
る
設
備
の
設
置
に
必
要
な

空
間
を
有
す
る
構
造

３

令
第
四
条
の
二
第
七
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
設
備
は
、
前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
段
差
と
一
体
的
に
設
置
さ
れ

る
設
備
で
あ
っ
て
貨
物
自
動
車
へ
の
物
資
の
積
込
み
又
は
貨
物
自
動
車
か
ら
の
物
資
の
取
卸
し
を
効
率
的
に
行
う
た

め
の
も
の
と
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。）」
を
「
令
」
に
改
め
る
。
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